


 

佐世保の皆様！ 

 

チェンバロの中野振一郎です。 

 

早いもので「チェンバー・ソロイスツ・佐世保」が産声をあげてから、そろそろ３年目に突入し

ようとしています。まだまだ若い楽団ですが…… 

 

名監督・豊嶋泰嗣さんのリーダーシップ のもと、「溌剌と」「自由に」「あざやかに」「新鮮に」、

そこから団固有の「美しい音色と良い音楽」を「探求」し、熱く「再現」、このアンサンブルは

着実に進化し続けております。 

 

もちろん「アルカス SASEBO」という、まるで名器のような最高の劇場で弾けるからこそ、の

びのびと進化してゆけるのだと確信しております。 

 

そして何より、佐世保の教養豊かなお客様たちに大感謝です。毎回あたたかく盛り上げながら素

敵な環境を創造してくださる。本当に有り難うございます。 

 

「チェンバー・ソロイスツ・佐世保」は、今、日本で一番、元気で、贅沢なアンサンブルだと云

えるでしょう。 

 

さて今回は豊嶋さんと、お話をまじえながら、ヴァイオリンとチェンバロのデュオ(二重奏)をお

届けいたします。デュオはまさにアンサンブルの原点。この文化茶話が３月のコンサートへの良

き「いざない」となれば幸いです。 

 

豊嶋さんと云えば、皆様も良くご存知の世界的なヴァイオリンの名手ですよね。嬉しいことに私

は、彼と桐朋の同期。全く同年同月の生まれ！(肉体的成長の度合に多少の違いはありますが…)。

ですので、幼馴染みで、いかにも昔から仲良く一緒に活動してきたかのように思われがちですが、

意外と音楽でのお付き合いは浅い(笑)。 

我々が一緒に音楽を演じるようになったのは、ちょうど楽壇生活 30年を迎えた 2016年。 

なぜか自然に導かれるように？「一緒にやろう！」と、お互い意気投合したのです。 

もう二人とも 50を派手目にまわった立派なオッサンになってからのことでした。 

そんな御縁で、その後は、しばしば彼に引っ張られっぱなしの楽壇生活！ 

お蔭様にて長崎・佐世保にお邪魔できるようになったのです。 豊嶋さんに感謝ですね。 

 

今回はそんな我々の出発地点である「デュオ」。曲目はバロック音楽。18世紀の宮廷やサロンで

鳴り響いた、貴婦人や王様のための「極上の音楽」です。 

皆様も当日は貴族です。 

優雅な宮廷音楽と、オッサン二人の対談をジックリお楽しみください。 

それではステージにて。 

                                  中野振一郎 


